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研究成果の概要（和文）：自殺予防を目的とした精神的不調時の援助要請促進に関して、効果的なヘルスコミュ
ニケーションのあり方を実践的に解明することを目的とした。具体的には、メッセージのユーザーテストとヘル
スコミュニケーションのアウトカムアセスメントのための評価尺度を開発し、これら評価尺度を用いて、どのよ
うなヘルスコミュニケーションが精神的不調時の援助要請促進に効果的であるかを検討した。さらに、援助要請
促進のヘルスコミュニケーションを実社会で適用し、その効果を評価した。

研究成果の概要（英文）：The overall study objective is to develop effective communication strategies
 to promote help seeking for mental health problems. We developed methods and tools for assessing 
health communication messages. We created persuasive messages encouraging professional help seeking 
for depression and assessed their effectiveness on the website and in the real world.

研究分野：疫学、公衆衛生学、予防医学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は精神的不調時の援助要請促進を目指してヘルスコミュニケーションの開発に取組んだものであるが、ユ
ーザーテストに基づきメッセージを作成し、ヘルスコミュニケーションを実行したのち、メッセージ効果を評価
し、改善策を講じるという本研究の一連のながれはあらゆる健康課題に対応するものである。ヘルスコミュニケ
ーションをどのように進めるべきかを表わしたモデル事例として、今後、ヘルスコミュニケーションを行う際に
参考になると考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
自殺死亡者は毎年80万人を超え、自殺予防は世界的に重要な公衆衛生課題である。自殺既遂者
のほとんどが死亡直前に精神的不調を経験しており、精神的不調を適時適切に相談していれば
自殺行為を回避できたと考えられる。すなわち、自殺予防には、精神的不調を自覚したときの援
助要請を促進する取り組みが必要である。 
ヘルスコミュニケーションは個人･集団に健康情報(メッセージ)を伝え、問題解決行動を促す
活動である。公衆衛生施策に不可欠な要素であり、精神的不調時の援助要請促進にも有効である
可能性がある。しかし、日本で効果的なヘルスコミュニケーションのあり方を検討した学術研究
は極めて乏しく、ヘルスコミュニケーションの実践的方法論が確立されていない。 
 
２．研究の目的 
 自殺予防を目的とした精神的不調時の援助要請促進に関して、効果的なヘルスコミュニケー
ションのあり方を実践的に解明することを目的とした。具体的には、メッセージのユーザーテス
トとヘルスコミュニケーションのアウトカムアセスメントのための評価尺度を開発し、これら
評価尺度を用いて、どのようなヘルスコミュニケーションが精神的不調時の援助要請促進に効
果的であるかを検討した。さらに、援助要請促進のヘルスコミュニケーションを実社会で適用し、
その効果を評価した。 
 
３．研究の方法 
(1) 評価尺度の開発 
ヘルスコミュニケーションに係る先進諸国のガイドラインを調べ、ユーザーテストとアウト
カムアセスメントに関する文献レビューを行い、それぞれの評価項目を設定した。各評価尺度の
実行性･妥当性を検証するため、全国35～45歳男女1000名にインターネット上でアンケート調査
を行い、内閣府の睡眠キャンペーンの主要メッセージを例として評価した。 
(2) 援助要請促進のヘルスコミュニケーションの開発 
一般によく見られるうつ病に焦点を当て、早期受診を促すメッセージを作成することにした。
メッセージのフレームとフォーマットの影響を検討するため、メッセージを6種類（フレーム3種
類×フォーマット2種類）作成した（図1）。フレームは、先行研究から明らかになった受診しな
い理由に対応するよう、うつ病は1)治療を要する(loss-framed)、2)早期治療で良くなる(gain-
framed)、3)誰でも罹りうる(neutral)ことを伝えて早期受診を促すもの3種類とした。フォーマ
ットは1)モノクロで文章のみ示したもの(plain)と2)カラーでイラストを加えた(visual)もの2種
類とした。全国35～45歳男女2000名にインターネット上でアンケート調査を行い、開発した評
価尺度を用いてそれぞれのメッセージを評価した。主要アウトカム(メッセージ効果)はうつ病ビ
ネットに対する受診意図とした。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図1 援助要請促進のメッセージ 
左上：loss-framed、右上：gain-framed 
左下：neutral（いずれもvisual版を示した） 

 
 
 
 
 
 

上記調査結果を踏まえ、さらにメッセージ効果を向上させるため、メッセージの反復配信と視
覚的デザインの効果を検討した。異なるメッセージをシリーズで配信した場合、同じメッセージ
を繰り返し配信した場合、メッセージを視覚的にデザイン化した場合、それぞれについて、同様
にインターネット上でアンケート調査を行い、メッセージ効果を比較した。 



 
図2 視覚的にデザイン化したメッセージ 

 
(3) 援助要請促進のヘルスコミュニケーションの適用 
実社会への適用を評価するため、事業所2ヶ所において、loss-framed×visual版のメッセージ
（図1）を掲示板に掲示し、1ヶ月後にメッセージ効果を評価した。 
 
４．研究成果 
(1) 評価尺度の開発 
ユーザーテストのためのツールとして、難易度(5項目)、利用可能性(3項目)、説得力(7項目)を
評価する尺度を開発した。いずれも評価点が主要アウトカム(うつ病ビネットに対する受診意図)
と有意に関係し、評価尺度の妥当性が確認された。（Suka et.al. Environ Health Prev Med 2017） 
(2) 援助要請促進のヘルスコミュニケーションの開発 
メッセージ6種類を比較した結果から、フレームによって感情的反応が異なること、フォーマ
ットによって感情的反応が強まり、メッセージの使用意思が高まることが示された。多重ロジス
ティック回帰分析を行い、主要アウトカム(うつ病ビネットに対する受診意図)との関係をメッセ
ージ間で比較すると、neutral×plain版に対し、loss-framed×visual版で有意に高いオッズ比を
認めた。（Suka et.al. BMJ Open 2018、Suka et.al. Environ Health Prev Med 2019） 
異なるメッセージをシリーズで配信した場合、同じメッセージを繰り返し配信した場合、いず
れもメッセージ効果はメッセージを1回だけ配信した場合より増加した。構造化方程式モデルに
よるパス解析から、反復配信によって、メッセージが記憶に残り、メッセージ効果が高まること
が示された。（Suka et.al. Patient Educ Couns 2019） 
メッセージを視覚的にデザイン化した場合、デザインによって感情的反応が異なること、メッ
セージの使用意思が高まることが示された。（Suka et.al. Stud Health Technol Inform 2019） 
(3) 援助要請促進のヘルスコミュニケーションの適用 

1つの事業所はイントラネット内の掲示板(電子)に、もう1つの事業所は玄関前の掲示板(紙)に、
それぞれメッセージを掲示した。いずれも掲示板を見る者が少なく、職員全体の援助要請意図は
メッセージ掲示前後で有意な変化を認めなかった。 
 
まとめ 
本研究は精神的不調時の援助要請促進を目指してヘルスコミュニケーションの開発に取組ん
だものであるが、ユーザーテストに基づきメッセージを作成し、ヘルスコミュニケーションを実
行したのち、メッセージ効果を評価し、改善策を講じるという本研究の一連のながれはあらゆる
健康課題に対応するものである。ヘルスコミュニケーションをどのように進めるべきかを表わ
したモデル事例として、今後、ヘルスコミュニケーションを行う際に参考になると考えられる。 
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